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08 この夏は、YCAMの
 外でも中でも映画ざんまい!
 山口情報芸術センター
 YCAM OPEN LAB

「Think Things─『もの』と『あそび』の生
エ コ シ ス テ ム

態系」 
─あそびを共有し、さらに新しいあそびを創る場

 マームとジプシー cocoon─憧れも、初戀も、爆撃も、死も。 
─演劇界を震撼させた話題作がついに山口に!

中原中也記念館
中原中也の会
公開講演 「中原中也と短歌─近代詩人と定型詩」
─詩人と短歌をテーマに講演

山口市民会館
Doris & Orega Paradise 「Walk oN!」
─新しい自分に出会う旅にでかけよう!

特撰  東西落語名人会  桂文珍・三遊亭円楽 二人会
─東西を代表する名人が芸を競う落語会
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P3～7の萩原朔太郎肖像写真ならびに朔太郎関連資料の写真については、すべて前橋文学館より提供

朔太郎38歳頃（1924年撮影）中也18歳頃（1925年撮影）

萩原朔太郎  Hagiwara Sakutaro
1886（明治19）年前橋生まれ。旧制中学校在学
中に短歌を作りはじめ、文学の道に入る。後

に詩に転向し、1917（大正6）年、第一詩集『月
に吠える』を刊行。口語の緊張したリズムで、

感情の奥底を鮮烈なイメージで表現し、後の

詩壇に大きな影響を与える。さらに1923（大正
12）年出版の『青猫』で、口語自由詩の確立者
として不動の地位を得る。その後、『純情小曲

集』『氷島』で漢語調の詩を発表し、再び詩壇

に論争を巻き起こす。1942（昭和17）年、肺炎の
ため死去。享年55歳。
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今夏から始まる中原中也記念館の特別企画展「萩原朔太郎と中原中也」は

大正から昭和にかけ活躍した詩人・萩原朔太郎と中原中也を取り上げ紹介する企画展です。

萩原朔太郎はどんな詩人であり、2人はどんな関係だったのか、

今回展示の担当をされる中原中也記念館の菅原真由美さんに企画展の内容とあわせてお聞きしました。

資料を調べていくうちにみえてきたという2人の共通項とは?



05【口語自由詩】　定型（短歌や俳句にみられる五七調・七五調など）の形式を持たない、口語（はなし言葉）による詩。明治40年、川路柳虹により始まり、高村光太郎・
山村暮鳥・室生犀星・千家元麿らを経て、萩原朔太郎によって確立される。

わかる！
キーワード0 4

まずは今回特集で取り上げられる萩原

朔太郎とはどういった人物なのか、教え

てください。

萩原朔太郎は明治19年に群馬県前橋で
生まれました。大正6年に刊行した第一
詩集『月に吠える』で “口語自由詩”とい
うスタイルを確立したことにより、近代詩
の新たな時代を切り拓いた、文学史のな
かではよく知られた詩人です。中也とは
21歳年が離れているので、中也が詩人を
志した頃にはすでに詩人の大先輩であ
り、詩壇でその名を知れた人物でした。
業績としては詩以外にも、文芸評論やア
フォリズム（警

けい

句
く

、箴
しんげん

言）やエッセイ集も出
していました。

とくにエッセイは様々な雑誌に寄稿して
いたようで、詩人の面以外でも顔や名前
が知られていました。

朔太郎は、すごく多彩な才能をもってい

たと聞きますが?

そうですね。その一つに音楽があげられ
ます。詩人を志す前は音楽家になりた
かったようで、東京・銀座の十字屋とい
う楽器店で当時3台しか輸入されていな

かったマンドリンを1台買っています。東
京遊学時代にマンドリンの第一人者から
かなり本格的に学び、前橋に帰ってきた
ときには「ゴンドラ洋楽会」というマンド
リン楽団を結成。ほかにギターも弾いて
いました。音楽に関する強いこだわりを
持っていた人で、音楽的な素養は彼の詩
にも結びついています。
写真も中学時代からの趣味で、哀愁漂う
独特の写真を撮っています。特殊な写真
機で撮影した立体写真（ステレオスコー
プという装置を通して見ると立体的にみ
える写真）も遺していて、こちらは展示で、
実際にお客様に覗いてみてもらえるよう
にしたいと思っています。
また50代になってから「アマチュア・マ
ジシャン・クラブ」という手品クラブにも
入会しています。おもしろいエピソード
として、遺品のなかに「手をふれるべから
ず」と書かれた紙があり、家族がきっと書
きかけの原稿だと思って見てみたら、手
品のタネ明かしが書かれていたそうです
（笑）。このほか、自分の著作の装幀も手が
けるなど、美にこだわりがある人。若い頃
は自分の書斎の改装に熱中し、家具まで

中也の亡くなる直前にはそのような付き
合いが増えていたようです。中也がもし長
生きしていたら、2人の関係はもっと深い
付き合いになっていたのではないか、そん
なことを資料を調べながら想像しました。

生まれた境遇も、 
好きなものも似ていた 
朔太郎と中也

中也と朔太郎、2人に共通する部分はあ

りますか?

生まれも似たような境遇にあり、どちらも
医者の裕福な家庭に生まれた長男。2人
とも文学にはまって学校を落第し、定職
に就かないなど、親の期待に背いてしま
う。偶然かもしれませんが、共通する部分
が多くあります。
中也は朔太郎について、「一見突

（つつけんどん）

慳貪に
も見えるけれど、実は寧ろ気
が弱い迄に見解の博

（ひろ）

い人
である。然

（しか）

るに氏のエッ
セイはとみると、時にダ
ダツ子みたいに感じられ
る時がある。蓋

（けだ）

し淫酒の
せゐである。而

（しか）

してその淫
酒は、氏の詩人としての孤
独のせゐである。」と書い
ていて、まるで中也自身の
ことを言っているようにも
思えます。また朔太郎も、
中也に会ったときの思い出
として、中也から当時神経衰弱を患って
いるという話を聞き、朔太郎も同じような
症状に悩まされていたため、「大に同情し
て慰め合つた」と中也の追悼文に書いて
います。

デザインしたことも。また晩年、世田谷に
家を建てますが、自分で設計もしていま
す。多趣味でありかつ造形的なセンスの
高い人でした。
また朔太郎の魅力の一つがこの端整な顔
出ちです。個人的には朔太郎の肖像を集
めた写真コーナーも作りたいですね（笑）。

当時、中也と朔太郎の間にはどのくらい

の交流があったのでしょうか?

実際に2人が会ったと確認できるのが、
朔太郎の著書『絶望の逃走』出版記念会、
詩人・伊東静雄の詩集『わがひとに与ふ
る哀歌』出版記念会、また2人が参加して
いた雑誌「四季」の集まりである「四季の
会」の3回のみ。朔太郎は中也が亡くなっ
たときの追悼文のなかで「個人としては
極めて浅い知合だつた」と書いているこ
とからも、特に親しい友人という関係では
なかったようです。ただ、今回調査をして
いくうちに、いくつかの中也と朔太郎の接
点が、資料を通してみえてきました。
まず、朔太郎自筆の住所録を確認したと
ころ、そこに中也の名前を見つけました。
これは『氷島』の贈呈用に記されたもので
ある可能性が高く、実際に贈呈されたの
かどうかは不明ですが、交流があったこ
とが分かります。
また、昭和12年に前橋で朔太郎の歓迎会
が開かれたことがあり、朔太郎は詩人仲
間を連れて帰郷するのですが、中也もそ
のメンバーの一人に挙がっていたことが、
朔太郎の手紙から分かりました。その頃
中也は神経衰弱で入院していたので、実
際は行けなかったのですが、朔太郎が中
也のことを気にしていたことが窺えます。
それから、中也は晩年の日記に、朔太郎か
ら著書『無からの抗争』の寄贈を受け、そ
の作品について短い文章を書き、朔太郎
の本の広告に推薦文として掲載されてい
ます。これが唯一、中也が朔太郎について
論じたものです。その同じ頃に中也は、生
前最後に刊行した翻訳書『ランボオ詩集』
を朔太郎宛に送っていたことが分かりま
した。その貴重な朔太郎宛ての献呈本を
今回展示します。
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◎詩、歌、空間すべてに心が洗われた。沖縄のこと、“戦争”について考えるきっかけになった。 （20代女性　「原田郁子×マームとジプシー　リーディングライブ」より）

◎萩原麻未さんのピアノが素晴らしくて恍惚としました。 （50代女性　「東京都交響楽団　特別演奏会」より）

◎「祈り」という視線を持つことは中也の見方を変える気がします。 （20代女性　「中也　祈りの詩」より）

◎色んな年代の方がいて、みなさん中也さんのような世界観のある詩を書かれるなと思いました。 （30代女性　「中原中也賞の20年」より）

高等学校を中退して帰郷している頃。マンドリンを手に持つ朔太郎。
まだマンドリンが普及していなかった時代にいち早く購入。その腕前はプロ並みだったという。

朔太郎作曲・自筆の楽譜「A WEAVING GIRL （機織る乙女）」。

朔太郎が自室書斎のために注文して作ら
せた家具。朔太郎が考案したと思われる
マークがあしらわれている。

中也が最晩年の1937（昭和12）年に使用し
ていた日記帖「ボン・マルシェ日記」。朔太郎
から著書『無からの抗争』が贈られ、礼状を
書いたことや、『無からの抗争』についての
小論を書いたことが記されている。



中也と朔太郎の
作品世界がからくり劇場で味わえる特別展示
からくり劇場：「アトラスの回想」「猫町」美術家ムットーニ（武藤政彦）さんによる中也の詩「地極の天使」をモチーフにした新作のからくり劇場「アトラスの回想」が中也記念館との出会いにより誕生!! 朔太郎の小説「猫町」をモチーフにした作品とあわせて展示・上演されます。ムットーニさん来館時はご本人による生口上の上演もあります。

0 7
◎とても興味深いミーティングだった。やはり農業をしている方の割合が多いと重みがある。 （50代女性　「アグリ・バイオ・キッチン　キックオフイベント」より）

◎素晴らしい歌声とメッセージに元気をもらいました。今夜は感動で胸がいっぱいです。 （70代以上女性　「May J. Spring Tour 2015」より）

◎神は細部に宿る…というよりも「細部に渡り神おわす」といつも思っています。　（40代女性　下瀬信雄写真展「さやかに風も」より）

◎羽毛で包まれたような柔らかな音色で始まり、高音へと昇華していく懐の深い演奏、さすがお見事。　（40代男性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2015」より）
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じるところがあったのかもしれません。

また2人は好きなものが似ています。音楽
が好きなのもそう。音楽が作品に重要な役
割を果たしていて、言葉のリズムをかなり
重視していたという点も2人に共通してい
たことだし、実際に朔太郎は中也の詩にあ
る歌の要素や音楽的な部分を評価してい
ました。2人は散歩も好きでした。中也は
夜まで街を歩き続け、帰ってから詩を書く
という生活をしていましたし、朔太郎もま
た色んな場所をぶらぶらと歩くことが好き
だったようで、そういった歩行と詩が結び
ついているところも似ていますね。

逆に2人の違いもみえてきましたか? 

例えば故郷をモチーフにした詩をみると、
その描写に違いがみられます。朔太郎は
名家の長男なのに跡を継がずに詩人と
なったことで、郷里の人に白い目で見られ
ていたという意識が強く、故郷を舞台にし
た「公園の椅子」という詩では、「さびしき
椅子に『復讐』の文字を刻みたり。」といっ
た怖い言葉が出てくるなど、故郷を厳しい
場所として表現しています。この他にも、

お互いに通じあう部分があったのでしょ

うか?

朔太郎は、もともと人間は孤独なのだとい
う思いを強く抱いていて、それが作品にも
表れています。中也も“孤独”というもの
をいつもどこか抱えていて、そういう共感
できる部分を、少し話をしただけでも感

P R E S E N T
特別企画展のパンフレット
並びに『萩原朔太郎詩集』を
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を明
記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の連
絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、7月31日
（金）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailで
ご応募ください。

●A  特別企画展
 「萩原朔太郎と中原中也」
 パンフレット （3名）

●B  『萩原朔太郎詩集』（1名）

  代表作『月に吠える』
『青猫』など創作年次
順に編まれ、朔太郎の
詩人としての軌跡と特
質をあますところなくつ
たえる1冊。岩波文庫、
1981年刊。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.93 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

朔太郎には故郷に対する愛憎が複雑に
渦巻いている詩が多くあります。中也も似
たような境遇ではあったので、周囲の人と
の軋
あつれき

轢もあったでしょうし、故郷に対して
は複雑な思いを抱いていたと思われます
が、詩に表現されているところでは、朔太
郎のような目立った憎しみの表現はあり
ません。中也が故郷をうたった代表的な
詩「帰郷」では、「これが私の故

ふるさと

里だ／さ
やかに風も吹いてゐる」とあり、どちらかと
いえば肯定的なイメージで描かれていま
す。風土の面でも、山口は低くて丸い山が
多く、ほっとするような風景ですが、北関
東の山々は高くそびえていて威厳がある。
そういった育った自然環境の違いも、表
現される故郷の描写に影響を与えたのか
もしれないと感じます。

作品の面では2人はどう違いますか? 

もちろん、詩人としての感性はまったく違
います。展示では、2人の作品で同じテー
マを扱っている詩を比較するようなコー
ナーも考えています。たとえば、「蝶」をモ
チーフにした詩が朔太郎の作品のなかに

多くありますが、その捉え方は中也とまっ
たく違います。中也の詩では「一つのメル
ヘン」という作品に蝶が出てきますが、ここ
では現実のものと思えない幻想的な存在
として描かれていて、どちらかというと無機
的なイメージです。一方、朔太郎の場合は
蝶が飛ぶ様子を「重たいおほきな羽をばた
ばたして」（「月夜」）と表現し、生き物として
描いています。作品としてはまったく違っ
た個性や感性をもっていた2人なんだとい
うことが、比較することでみえてきます。
ほかに、中也は「ゆあーん ゆよーん ゆや

ゆよん」といったオノマトペ（擬音語／擬
態語）を使っていますが、朔太郎の作品に
も、たとえば「鶏」という詩の中の「とをて
くう、とをるもう、とをるもう」という鳴き
声など、「何これ?」とびっくりするような
言葉が出てきます。独特の感性をもち、音
に強いこだわりをもっていたのは中也も
同じですが、やはり表現は違っています。

ただの先輩・後輩という 
関係ではなく、実はお互い 
もっと近づきたいという思いが 
あったんじゃないか

具体的にはどのような展示になるので

しょう? また展示からみえてくることは

何でしょうか?

まずは2人の生い立ちの共通する部分や、

朔太郎も中也も同じく短歌から出発し、詩
に向かっていったことなど、創作の背景
に触れ、また朔太郎については、代表作
の詩集はもちろんそれ以外のエッセイや
アフォリズム集、あるいは装幀や写真、音
楽など文学以外の活動も紹介したいなと
思っています。そういった背景と朔太郎の
魅力を知ってもらったうえで、朔太郎と中
也の共通点や、逆に作品の違いなどを紹
介し、詩の表現の幅広さもあわせて知っ
ていただければと思っています。
会っている回数が少ない2人ではあります
が、非常に共通点は多いし、資料のなかか
ら2人の接点もみえてきました。「目にみえ
ないきずな」とまでは言えないかもしれま
せんが、お互いに何か感じ合うものがあっ
たんだと思います。ただの詩人としての
先輩・後輩という関係ではなく、実はお互
いもっと近づきたいという思いがあったん
じゃないか、そんな2人の関係をみなさん
にも感じとっていただけたら嬉しいです。

中也の第一詩集『山羊の歌』、1934（昭和9）年刊行。
朔太郎によれば、中也はこの詩集を朔太郎に贈呈している。

朔太郎の第一詩集『月に吠える』、1917（大正6）年刊行。
口語自由詩のスタイルを確立する。当時、危うく発禁処分を
受けそうになるなど、新しい表現の作品として脚光を浴びる。
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た
く
違
っ
た

個
性
や
感
性
を

も
っ
て
い
た

1917（大正6）年頃撮影、
第一詩集『月に吠える』を刊行した頃の朔太郎。

特別企画展
「萩原朔太郎と
 中原中也」
2015年7月30日（木）～9月27日（日）
9:00～18:00（入館は17:30まで）

会場：中原中也記念館
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 320円（270円）　大学生 210円（162円）
70歳以上・18歳以下無料
［協力］水と緑と詩のまち  前橋文学館

朔太郎が自ら装幀を手がけた詩集『氷島』（1934年、第一
書房）と『定本青猫』（1936年、版画荘）。

ムットーニ制作、からくり人形劇「アト
ラス

の

回
想
」

写真提供：武藤政彦

※今秋、前橋文学館でも
　企画展「中原中也と萩原朔太郎」が開催されます。
　（会期：10月17日～11月29日）
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◎May J.さんがダンスをするなんて思ってもいませんでした。すごくカッコよかったです。 （30代女性　「May J. Spring Tour 2015」より）

◎チャイコフスキーのセレクションはおもしろい企画だと思い、楽しめました。 （50代男性　「東京都交響楽団　特別演奏会」より）

◎郁子さんの声も、青柳さんの声も、耳心地の良い音の渦でした。 （30代女性　「原田郁子×マームとジプシー　リーディングライブ」より）

◎南部地区の農家の方に参加してもらうなど、ミーティングのエリアを広げてみて欲しい。 （「アグリ・バイオ・キッチン　キックオフイベント」より）



地域のもつ魅力や課題をリサーチし、その土地に根差しながら新しい発想でものづくりを提案されてい
る津田和俊さん。昨年度はYCAMで行った「地域に潜るアジア」展、そして今年度から新しく始動す
るプロジェクトのコラボレーターとして度々山口に来ていただいています。そんな津田さんにYCAMや
活動に対する今の気持ちをお聞きしました。

「アグリ・バイオ・キッチン」 キックオフイベント

カルティベーション・パーティー 
2015春─種まき
2015年5月2日　
会場：YCAMスタジオB、ホワイエ

テクノロジー と〈食〉の関わ
りに焦点を当てたプロジェ
クト「アグリ・バイオ・キッ
チン」。そのキックオフイベ
ントとして、「カルティベー

ション・パーティー2015春―種まき」と題した企画
を開催。ファブラボ北加賀屋の津田和俊をゲストス
ピーカーに、YCAMスタッフとの公開ミーティングを
行ったほか、山口で獲れた新鮮野菜や加工品などを
販売するマルシェや、自分で好きな具材を包んで焼
いて食べるおやき作りワークショップなどもあり、多
くの来場者が訪れにぎわいをみせた。

津田和俊　TSUDA Kazutoshi

1981年、岡山県新庄村生まれ。現在、大阪大学創造工学センター
助教。2010年からファブラボのネットワークに参加し、13年春、
その拠点の一つとしてファブラボ北加賀屋（大阪市）を共同開
設。ものの流れや循環に着目しながら、自然環境と人との関係
性について考察している。共著に『FABに何が可能か』など。

津田和俊
（ファブラボ北加賀屋・リサーチャー）

居るだけで好奇心が湧いてくる場所です。

photo: 松本美枝子
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◎中也の心の中を垣間見た感じです。 （40代女性　「中也　祈りの詩」より）

◎踊る指揮者♪流石です♪萩原さんのピアノも初めて生で聴くことができ感激。 （40代男性　「東京都交響楽団　特別演奏会」より）

◎白黒写真の持つ強さを再確認しました。 （60代女性　下瀬信雄写真展「さやかに風も」より）

◎一番始めの曲入りの音が今まで聞いた楽器の中で最も美しかった。 （20代女性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2015」より）

◎私は中也賞受賞者を追っかけて詩を読んでいます。次は和合亮一さんの詩集を読みたい。 （20代女性　「中原中也賞の20年」より）

◎サミットといわれるぐらい、色んなストラディヴァリウスが集まって聴くことができて大変満足です。 

　（50代女性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2015」より）

◎何気ない場面を温かく繊細にとらえられていて、題のつけ方も心をつかんだハイレベルの作品点群。 （60代女性　下瀬信雄写真展「さやかに風も」より）

行。「この賞があった

から詩人であることに

誇りがもてた」と口々

に語る受賞者たちの

言葉から、改めて中原

中也賞の意義を感じ

る場となりました。

食と農×メディアテクノロジーの 
新プロジェクトがキックオフ!
YCAMでは今年度から、〈食〉や〈農〉と〈メ

ディアテクノロジー〉との新たな関係性を追

求する新しい研究開発プロジェクト「アグリ・

バイオ・キッチン」がスタートします。そのキック

オフイベントとして、5月2日に公開ミーティン

グが行われました。同時にYCAM館内には

地元の獲れたて野菜や木工品を販売するマ

歴代の受賞詩人が集まりました!

現代詩の登竜門とされる中原中也賞。その

第20回の贈呈式が中也の誕生日である4月

29日に行われ、受賞詩集『グラフィティ』の

作者で京都在住の岡本啓さんに賞状などが

贈られました。また今年は20回目となることか

ら、これまでの受賞者たちによる記念シンポ

ジウムが行われ、12人の詩人たちが一同に

顔をそろえました。第1回から選考委員を務め

る詩人・佐々木幹郎氏の司会で和やかに進

ルシェが登場。また生地をのばし具材を包ん

で焼く、おやき作りのワークショップを行った

YAMA KITCHENも大盛況。みなさん興味

津々な様子でのぞかれ、参加された方は楽し

んで帰っていかれました。今後は年間で3回

程度のレクチャーと勉強会を開催しながら、さ

まざまなコラボレーターとともに研究開発を

行っていきます。ぜひ今後の活動もチェックし

てご参加を!

照り返す日差しが
まぶしくなってきました。
今年の夏も
また暑くなりそうです。

YCAMマルシェの様子

記念シンポジウムの様子

正賞の中也ブロンズ像を
手にする岡本啓さん

「百
さ る す べ り

日紅～Miss HOKUSAI～」
（2015年／日本／90分／カラー）
［原作］杉浦日向子『百日紅』　［監督］原 恵一　［声の出演］杏、松重 豊、濱田 岳、高良健吾　ほか

き 散れば咲きして 百日紅」という句を引いて

説明しています。「浮世＝現世」を、美人画だ

ろうが、滑稽画だろうが、風景画だろうが、量

産に次ぐ量産で、かつ傑作を生み続けました。

毎年散り続け、しかも、たわわに咲き続ける桜。

それに江戸の浮世絵師の姿がだぶった、と。

百日紅が咲き、散り、また翌年咲くまで、江戸

の四季が鮮やかにアニメーションで表現され

るのも見所です。

浮世絵ファンの方もそうでない方も必見のア

ニメ映画です。ぜひ、YCAMシネマで芸術の

秋を先取りしてください。

杉原永純 （YCAM シネマ担当）

9月の大型連休後半は話題作「百日紅～

Miss HOKUSAI～」がYCAMシネマに登

場。物語の主人公は葛飾北斎の娘のお栄。

浮世絵をテーマにした、豪華キャストによる最

新アニメーション映画です。

お栄の声を演じたのは、NHKの連続テレビ

小説「ごちそうさん」で一躍有名になった杏さ

ん。後の女浮世絵師・葛飾応為となる、北斎

の代筆で絵を描くほどの天才でありながら、不

器用な性格のお栄を見事に肉付けしてくれて

います。浮世絵は工房での共同作業で生み

だされており、「北斎作」とされる作品も、実際

は、このお栄との共作が相当数あると考えら

れています。

どうして、タイトルが「百日紅（さるすべり）」なの

でしょうか。梅雨明け、夏の始まりを象徴するこ

の花木。本作の原作マンガの作者であり、江

戸風俗研究者でもある杉浦日向子は生前、

江戸の女流歌人・加賀千代女の「散れば咲

2015年9月21日（月・祝）～23日（水・祝）、
26日（土）、27日（日）
会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,300円
　　　any会員・特別割引・25歳以下 800円
※上映開始時間はお問い合わせください。

©2014–2015 杉浦日向子・MS.HS／『百日紅』製作委員会

事務室の足元の窓から見える地面と竹垣。小さな花やきのこが生え
たり、竹垣にはつたが這っていていい雰囲気。この細い通路を、猫た
ちが日に何度もパトロールしています。みどりと光と、時には雨も、季節
を感じることができる小さな場所です。

宮﨑萌美 （中原中也記念館 職員）

「百日紅～Miss HOKUSAI～」作品紹介
江戸風俗研究家で文筆家や漫画家としても活躍した杉浦日向子の漫画
代表作『百日紅』を、「カラフル」「河童のクゥと夏休み」「クレヨンしんちゃ
ん オトナ帝国の逆襲」の原恵一監督がアニメーション映画化。浮世絵師・
葛飾北斎の娘で、同じく浮世絵師として活躍した女性・お栄が、父・北斎や
妹、仲間たちとともに生きた姿を、江戸の町の四季を通して描く。

©2014–2015 杉浦日向子・MS.HS
『百日紅』製作委員会

おいしい料理で会話がはずむ人気店
山口の人気カフェFRANKが新店舗をオープンさ
せたというので、さっそくリサーチに! 定番メニュー
の「タイまぜチャーハン」を注文。お皿にはカピ（小
エビを使ったタイの調味料）やナンプラーで炒めた
ご飯、上には半熟の目玉焼き、周りに色鮮やかな
野菜やチキンなどの具材たち。なるほど、これを全
部まぜちゃえばいいのね。しっかり混ぜ混ぜして、い
ざ実食 ! おお、野菜のシャキシャキ感、アーモンド
のこりこり感、色んな食感が口のなかで融合。そ
こにナンプラーなど魚介の風味もアクセントになっ
て、一度食べたらやみつきになる絶品の味 !! お
いしい料理と居心地のいい空間、ここチカバス
は今日もたくさんのお客さんでにぎわっています。

チカバス
山口市湯田温泉 6-3-11　TEL.083-941-6909
営業期間：11:30～14:30、18:00～25:00
休業日：月曜

タイまぜチャーハン
800円

※ほうじ茶500円

中也の世界が小さな豆本で味わえる!

小さなミニミニサイズの中也の豆
まめほん

本がグッズとして
登場 ! ちゃんと文字も読めて、しっかりと中也の詩
の世界が味わえます。この豆本、なんと、ガチャガ
チャの商品として、現在中原中也記念館で販売
中です。中也の第1詩集『山羊の歌』、第2詩集
『在りし日の歌』など全部で5種類準備されていま
す。もちろんガチャガチャなので何が出てくるかは、
カプセルを開けるときまでのお楽しみ! 中原中也記
念館の玄関を入ったすぐのところに2台のガチャガ
チャ機が用意してあり、もう1台も中也のグッズが
入っています。中原中也記念館を訪れた記念にも
ぜひどうぞ。

価格：1回200円　

中原中也記念館オリジナル

豆本

山口のこともYCAMのことも、まだまだ知ら

ないことの方が多いですが、なんだか懐か

しく居心地よく、他方では毎回いい刺激を

受けて、居るだけで好奇心が湧いてくる場

所です。アートセンターであるYCAMで特

筆すべきものにラボラトリーの機能（および

ライブラリーの併設）があります。このことは

好奇心のおもむくままに共同で研究開発に

取り組んでいけるということに加えて、培っ

た技術を必要に応じて引き出せるように手

近に蓄えておくということを可能にするでしょ

う。今年度から数年かけて、暮らしに必要

不可欠な〈衣食住〉を対象に、メディアアー

トを中心とする技術をどう関連づけることが

できるか試行錯誤するプログラムが始まりま

す。この地域開発の取り組みを通じて、身

近にある価値をあらためて問い直すような、

「智恵をそなえた科学」と呼ぶにもふさわし

い何か［any］thingをつくっていくことができ

たら、とコラボレーターとしては考えています。
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◎トークと演じている時の空気がガラリと変わるのが印象的でみなさんのパワーのようなものを感じました。 
　（30代女性　「原田郁子×マームとジプシー　リーディングライブ」より）

◎とっても素敵で胸を打ちました。映写、色づかいがきれいです。 （40代女性　「中也　祈りの詩」より）

◎今日のステージ最高でした!! 私はMay J.さんを目標に歌を練習したいと思っています。 （10代女性　「May J. Spring Tour 2015」より）




